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評価及び太陽電池の性能評価に用いた測定手法（J‐V Curve, PL, TRPL, EIS など）の
基本原理を紹介している。更に、太陽電池の発電原理、開発動向及び研究の目的も併せ
て記載している。 
  第二章では、La をドープした SnO2プリカーサー溶液を用いて、SnO2電子収集層の
膜質を向上させた結果を記載している。La をドープすることにより SnO2 電子輸送層
で透明導電膜層が完全に被覆され、かつ SnO2の導電性が改善され、ペロブスカイト太




が抑制されたことを報告している。その結果として、 光電変換効率は 9.33 %となり、
特に 1.33 V という非常に高い開放電圧が得られている。また、作製したペロブスカイ
ト太陽電池の安定性を検討したところ、界面修飾によりペロブスカイト層の欠陥が減少
し大気中での太陽電池の光電変換効率の 90％保持時間が 30 時間に伸びたことを報告
している。  











学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文はペロブスカイト太陽電池の高効率化を目指した基礎研究である。高効率化の一
つの方向性を示しており、学術的、工学的に有効な知見を与えるものである。また、公
聴会においても多数の出席者があり、太陽電池特性と各層の電子物性、構造に関する
種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。  
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
